
パ
ソ
コ
ン
講
習
の
ご
案
内

●
職
業
訓
練
法
人
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会
の

お
知
ら
せ

●
福
岡
県
行
政
書
士
会

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

●
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
を
募
集
し
ま
す

●
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

無
料
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）迅
速

検
査
の
お
知
ら
せ

●
福
岡
県
宗
像・遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

暴
力
団
被
害
集
中
相
談
会

の
お
知
ら
せ

●（
財
）福
岡
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

「
新
春
！
初
夢
婚
活
２
０
１
１
」

事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
ゆ
め
み
ら
い
宗
像「
新
春・初
夢
婚
活
」実
行
委
員
会

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
福
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
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福間駅自由通路内装デザイン 募
集
期
限

平
成
二
十
三
年
二
月
二

十
八
日（
月
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大

学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー
　
☎
０
９

２
・
４
７
３
・
１
３
６
５

初
心
者
か
ら
始
め
る
ワ
ー
ド
と
エ

ク
セ
ル
の
主
要
機
能
習
得
講
習
で
す
。

期
間

平
成
二
十
三
年
一
月
十
一
日

（
火
）〜
一
月
二
十
七
日（
木
）
午
前

十
時
〜
午
後
四
時
　
※
全
十
二
回
　

場
所

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

定
員

二
十
人（
申
込
先
着
順
）

受
講
料

三
万
八
千
円

申
し
込
み
方
法

十
二
月
二
日（
木
）

午
前
九
時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
地
区
職

業
訓
練
協
会
　
☎
０
９
２
・
６
７
１
・

６
８
３
１

日
時

十
二
月
七
日（
火
）
午
前
九

時
〜
午
前
十
一
時
、午
後
一
時
〜
午

後
四
時
　

場
所

県
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環

境
事
務
所

一
階
予
診
室

申
込
・
問
い
合
わ
せ

県
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
　
保
健
衛
生

課
　
☎
３
６
・
６
０
９
８

示
談
書
、
損
害
賠
償
請
求
書
の
作

成
お
よ
び
保
険
請
求
手
続
な
ど
に
つ

い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予
約
は
不

要
で
す
。
直
接
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

十
二
月
十
一
日（
土
）
午
前

十
時
〜
午
後
四
時

場
所

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
行
政
書
士
会

☎
０
９
２
・
６
４
１
・
２
５
０
１

放
送
大
学
は
、
衛
星
放
送
（
Ｃ

Ｓ
）を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
、
国

が
つ
く
っ
た
通
信
制
の
大
学
で
す
。

十
五
歳
以
上（
全
科
履
修
生
は
十
八

歳
以
上
）で
あ
れ
ば
誰
で
も
入
学
で

き
ま
す
。

次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
限

平
成
二
十
三
年
一
月
七

日（
金
）

募
集
人
員

三
百
二
十
人
程
度

応
募
資
格
　
平
成
二
十
三
年
四
月
一

日
現
在
、十
五
歳
以
上
十
七
歳
未
満

の
男
子（
平
成
六
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
男
子
）

試
験
期
日

平
成
二
十
三
年
一
月
二

十
二
日（
土
）

場
所

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地

試
験
科
目

国
語
、数
学
、社
会
、

理
科
、英
語（
中
学
校
卒
業
程
度
）、

作
文

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

自
衛
隊

福
岡
地
方
協
力
本
部
　
福
岡
募
集

案
内
所
　
☎
０
９
２
・
６
０
７
・
４

８
２
６

検
査
の
約
一
時
間
後
に
結
果
が
分

か
り
ま
す
。
匿
名
で
も
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前
に
電
話

予
約
が
必
要
で
す
。

平
成
二
十
四
年
春
、
福
間
駅
東
土

地
区
画
整
理
事
業
地
内
に「（
仮
称
）

イ
オ
ン
モ
ー
ル
福
津
」が
開
業
す
る

予
定
で
す
。
今
回
、地
元
の
商
工
業

者
に
向
け
て
専
門
店
募
集
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

十
二
月
二
日（
木
）
午
後
二

時
か
ら
約
一
時
間
程
度
　
午
後
一
時

半
か
ら
受
付

会
場

市
商
工
会（
中
央
二
丁
目
十

番
六
号
）

主
催

イ
オ
ン
モ
ー
ル
株
式
会
社

申
し
込
み
方
法

参
加
希
望
の
人

は
、事
前
に
企
業
名
・
業
種
・
担
当
者

名
と
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
連
絡
先

（
電
話
番
号
、Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）を
明
記

の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
商
工
会

☎
４
２
・
０
３
１
５
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
４
３
･

６
５
０
２
　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、在
宅
で

介
護
を
さ
れ
て
い
る
か
た
の
仲
間
づ

く
り
や
情
報
交
換
の
場
づ
く
り
、心

身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
に
在
宅

介
護
者
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

介
護
に
つ
い
て
の
想
い
や
悩
み
を

お
持
ち
の
か
た
が
、気
軽
に
集
ま
り

輪
を
広
げ
て
い
く
つ
ど
い
で
す
。
ぜ

ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

十
二
月
一
日（
水
）
午
前

十
時
〜
午
後
三
時

内
容

鎮
国
寺
・
芦
屋

の
里
へ
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
ス
ハ
イ
ク
　
　
　

集
合
場
所
　
ふ
く
と
ぴ
あ
ま
た
は
市

役
所
津
屋
崎
庁
舎

参
加
費

千
円（
昼
食
費
込
み
）

申
込
期
限

十
一
月
二
十
五
日（
木
）

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉

協
議
会
　
☎
３
４
・
３
３
４
１

「
新
春
・
初
夢
婚
活
」事
業
は
、
積

極
的
に
健
全
な
出
会
い
を
求
め
る

人
た
ち
に
機
会
を
提
供
す
る
事
業

で
す
。

宗
像
地
域
の
人
口
増
加
、定
住
化

な
ら
び
に
宗
像
地
域
の
魅
力
を
広

く
発
信
す
る
こ
と
で
宗
像
地
域
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

募
集
対
象

宗
像
市
・
福
津
市
に
在

住
の
心
身
と
も
に
健
康
で
、健
全
な

出
会
い
を
求
め
て
い
る
独
身
の
二
十

歳
〜
四
十
五
歳
の
男
女

※
受
け
付
け
時
に
身
分
証
明
書
に

て
本
人
確
認
お
よ
び
ト
ラ
ブ
ル
防
止

の
た
め
に
、誓
約
書
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

募
集
人
員

男
性
六
十
人
・
女
性
六

十
人

※
合
わ
せ
て
三
十
五
歳
以
上
の
有

志
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限

十
一
月
三
十
日（
火
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

日
時

平
成
二
十
三
年
一
月
十
六
日

（
日
）
午
後
一
時
〜
午
後
四
時
　

場
所

ア
ク
シ
ス
玄
海

内
容

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式「
健
全

な
独
身
男
女
の
交
流
会
」

参
加
費

二
千
円（
軽
食
と
飲
物
代

ほ
か
）

申
し
込
み
方
法

参
加
希
望
者
は
、

「
ゆ
め
み
ら
い
宗
像
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
http://yum
em
irai.com
/）か

ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、

事
務
局
ま
で
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

資
料
な
ど
　
参
加
費
の
入
金
方
法
や

詳
細
な
資
料
は
、十
二
月
中
旬
ま
で

に
郵
送
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
１
１
―

４
１
７
５
　
宗
像
市
田
久
六
―
一
―

二
十
ゆ
め
み
ら
い
宗
像「
新
春
初
夢

婚
活
」実
行
委
員
会
事
務
局
　
Ｆ
Ａ

Ｘ
３
２
・
８
９
０
３
　
E
メ
ー
ル

m
u
n
ak
atan
2002@
y
ah
oo.

co.jp

※
問
い
合
わ
せ
は
、E
メ
ー
ル

で
お
願
い
し
ま
す
。

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
暴
力
被
害
者

の
早
期
救
済
を
目
的
に
、警
察
、弁

護
士
会
、県
暴
追
セ
ン
タ
ー
、福
岡
市

暴
力
追
放
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
連

携
し
て
、
面
接
や
電
話
に
よ
る
集
中

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

十
一
月
二
十
七
日（
土
）
午

前
十
時
〜
午
後
四
時

場
所

・福
岡
地
区
　
福
岡
市
暴
力
追
放
相

談
セ
ン
タ
ー（
福
岡
市
役
所
二
階
）

☎
０
９
２
・
７
１
１
・
４
０
７
６

・
筑
豊
地
区
　
飯
塚
市
民
事
暴
力
相

談
セ
ン
タ
ー（
飯
塚
市
役
所
二
階
）

☎
０
９
４
８
・
２
２
・
３
８
８
３

・
北
九
州
地
区
　
北
九
州
市
民
事
暴
力

相
談
セ
ン
タ
ー（
北
九
州
市
役
所
二
階
）

☎
０
９
３
・
５
８
２
・
２
１
４
０

・筑
後
地
区
　
久
留
米
市
暴
力
追
放

推
進
協
議
会（
久
留
米
市
役
所
三
階
）

☎
０
９
４
２
・
３
０
・
９
０
５
５

問
い
合
わ
せ
　（
財
）福
岡
県
暴
力
団

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
９

２
・
６
５
１
・
８
９
３
８

平成２３年２月完成予定の福間駅自由通路は、駅の東西をつな
ぎ、また駅改札に直結していることから、市内外の多くのかたが利
用されます。そのため市民の皆さんはもちろん、久しぶりに福津市
に帰省されたかたや初めて福津市を訪れたかたが、市の魅力を十
分に感じていただけるような空間づくりを考えています。
そこで、この自由通路内の壁面を、皆さんから募集した福津市の

美しい風景写真で飾ることで、郷土の魅力や四季折々の美しさをあ
らためて感じていただける場所となるよう整備を進めています。
新しい福津市の玄関口を彩る、皆さんのとっておきの風景を奮っ

てご応募ください。
◆テ ー マ 福津市内の「私だけの風景」（市内で撮影された写真）
※詳細については募集要項にてご確認ください。

◆募集要項配布窓口 市公式ホームページ・福間庁舎総合案内・津
屋崎庁舎総合案内・建設課(津屋崎庁舎)・福間駅

◆応募期限 １１月３０日（火）
◆採用作品の用途 福間駅自由通路内の壁面に、パネル加工の上展示
◆申込・問い合わせ 市建設課都市基盤整備係（津屋崎庁舎）

☎５２・４９５７

●福津市建設課

「（
仮
称
）イ
オ
ン
モ
ー
ル
福
津
」

に
関
す
る
専
門
店
募
集
説

明
会
開
催

●
福
津
市
都
市
計
画
課



「
宗
像
・
遠
賀
地
域
在
宅

医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

ご
存
知
で
す
か

●
福
岡
県
宗
像・遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

広報ふくつ17 16広報ふくつ

若
年
者
職
業
訓
練
生
募
集

●
独
立
行
政
法
人
雇
用
・能
力
開
発

機
構
福
岡
セ
ン
タ
ー

な
ん
で
も
心
の
健
康
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

●
福
津
市
保
健
指
導
室

福
岡
県
国
民
保
護
講
演
会

二
〇
一
〇
の
ご
案
内

●
福
岡
県
消
防
防
災
課

労
働
ト
ラ
ブ
ル
電
話
相
談
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

●
福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

津
屋
崎
千
軒
ぐ
る
ぐ
る
ウ
ォ

ー
ク
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
福
津
市
観
光
協
会

「
四
十
七
士
義
士
祭
」を
開
催

し
ま
す

●
四
十
七
士
を
し
の
ぶ
会

住
宅
・
生
活
支
援
の
相
談

窓
口
の
ご
案
内

●
福
岡
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。
津
屋
崎
千
軒
を
歩
き
な
が
ら
、

町
並
み
に
隠
れ
た
四
十
七
士
を
探
し

ま
し
ょ
う
。
入
賞
者
に
は
、賞
品
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日
時

十
二
月
十
四
日（
火
）
午
前

十
時
受
け
付
け
開
始
　
※
事
前
受
け

付
け
も
行
っ
て
い
ま
す

集
合
場
所

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

（
駐
車
場
は
、津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
、

お
魚
セ
ン
タ
ー
、津
屋
崎
漁
港
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
観
光
協
会

☎
４
２
・
９
９
８
８

次
の
通
り
行
い
ま
す
。

日
時

十
二
月
十
四
日（
火
）
午
前

十
一
時
　
※
午
前
十
一
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で
、そ
ば
な
ど
の
接
待
を
行

い
ま
す
。

場
所

新
泉
岳
寺（
天
神
町
区
）

内
容

剣
舞
、琵
琶
演
奏
な
ど

問
い
合
わ
せ

市
観
光
協
会
　
☎
４

２
・
９
９
８
８

が
ん
や
難
病
な
ど
で
緩
和
ケ
ア
を

受
け
な
が
ら
、住
み
慣
れ
た
家
で
の

療
養
を
希
望
さ
れ
る
人
に
対
し
て
の

相
談
窓
口
で
す
。

ま
た
、が
ん
な
ど
に
よ
り
病
気
の

治
癒
や
完
治
を
目
的
と
し
た
治
療
が

有
効
で
な
く
な
っ
た
場
合
、そ
の
痛
み

や
苦
し
み
を
や
わ
ら
げ
、そ
の
人
ら

し
く
住
み
慣
れ
た
家
で
、安
心
し
て

快
適
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、希
望
に
沿
っ
た
ケ
ア
の
提
供

も
行
い
ま
す
。

在
宅
で
緩
和
ケ
ア
を
ご
希
望
さ
れ

る
人
や
家
族
の
か
た
が
た
は
、ご
相

談
く
だ
さ
い
。

対
象
者

が
ん
や
難
病
な
ど
で
緩
和

ケ
ア
を
受
け
な
が
ら
在
宅
療
養
を
希

望
す
る
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族

活
動
内
容

①
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

へ
の
相
談
支
援
や
連
絡
調
整
　
②
緩

和
ケ
ア
に
関
す
る
情
報
提
供

受
付
時
間

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ

県
宗
像
・
遠
賀
地
域

在
宅
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー（
宗
像
・
遠

賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
内
）　
宗

像
市
東
郷
一
―
二
―
一

☎
３
６
・

２
３
６
６
　

労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、福
岡
県

内
の
司
法
書
士
が
、無
料
で
電
話
相

談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時

毎
週
火
曜
日
　
午
後
七
時
〜

午
後
八
時

相
談
電
話

０
９
２
・
４
７
７
・
８
１

６
０

相
談
料

無
料

問
い
合
わ
せ

司
法
書
士
　
坂
田

さ
ん
　
☎
０
９
２
・
７
８
１
・
６
７

８
７ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、離
職
に
よ

り
住
ま
い
を
失
っ
て
お
困
り
の
か
た

や
、求
職
活
動
中
の
生
活
費
に
困
っ

て
お
ら
れ
る
か
た
に
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
よ
る
支
援
の
ほ
か
、関
係
機
関

に
お
い
て
の
支
援
策
を
適
切
に
案
内

で
き
る
よ
う
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
配
置
し
て
い
ま
す
。相
談
は
無
料

で
す
。

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡

東

☎
０
２
９
・
６
７
２
・
８
６
０
９

次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、

施
設
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。施
設

お
よ
び
訓
練
内
容
を
知
り
た
い
人

は
、十
二
月
八
日
午
後
一
時
半
に
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
八
幡
に
直
接
お

い
で
く
だ
さ
い
。

訓
練
科
名

①
若
年
者
機
械
加
工
技

術
科
　
②
若
年
者
電
気
設
備
科

定
員

①
十
六
人
　
②
二
十
人

対
象

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
を
し
て
い
る
、お
お
む
ね
四
十

歳
未
満
の
人
。た
だ
し
、①
は
十
八

歳
以
上
四
十
歳
未
満
の
人

訓
練
期
間

平
成
二
十
三
年
二
月
四

日（
金
）〜
八
月
二
十
五
日（
木
）

募
集
期
間

十
一
月
二
十
九
日（
月
）

〜
十
二
月
二
十
四
日（
金
）

受
講
料

無
料（
教
科
書
、工
具
、訓

練
生
保
険
料
な
ど
は
自
己
負
担
）

申
し
込
み
先

住
所
地
を
管
轄
す
る

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

選
考
日

平
成
二
十
三
年
一
月
十
一

日（
火
）
適
性
検
査
お
よ
び
面
接

合
格
発
表

平
成
二
十
三
年
一
月
二

十
日（
木
）

問
い
合
わ
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

八
幡
　
☎
０
９
３
・
６
４
１
・
６
９

０
９

自
分
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、家
族

の
気
に
な
る
こ
と
な
ど
、気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
臨
床
心
理

士
が
受
け
ま
す
。

日
時

十
二
月
十
六
日（
木
）　
午
後

二
時
〜
午
後
四
時

場
所

ふ
く
と
ぴ
あ

費
用

無
料

申
し
込
み
方
法

電
話
で
申
し
込
み

申
込
期
限

十
二
月
十
三
日（
月
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
保
健
指
導

室（
ふ
く
と
ぴ
あ
）　
☎
３
４
・
３
３

５
２テ

ロ
や
自
然
災
害
が
起
き
た
と
き

ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か
う
べ
き
か
を

考
え
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

十
一
月
二
十
七
日（
土
）　
午

後
一
時
半
〜
午
後
四
時
　

場
所

イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

講
師

河
野
惠
昭
さ
ん

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ

県
消
防
防
災
課

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
２
３

日時 １１月２７日（土）～ ２８日（日）　１０：００～１６：００
会場 クローバープラザ（春日市原町３丁目１－７）
内容 ２７日（土）

１０：００～　第９回福岡県男女共同参画表彰 表彰式
１１：００～　基調講演　「私は歩き続ける～バングラデシュからの挑戦～」

講師　山口　絵理子さん　株式会社マザーハウス代表取締役兼デザイナー
１３：３０～　パネルディスカッション

パネリスト　　　　唐池 恒二さん（九州旅客鉄道株式会社 代表取締役社長）
権藤 光枝さん（有限会社ブランチェス 代表取締役社長）
山口 絵理子さん（株式会社マザーハウス 代表取締役兼デザイナー）

コーディネーター 村山 由香里さん　福岡県男女共同参画センター 館長

２８日（日）１３：３０～１５：３０には、小山市長を講師とする「男たちの男女共同参画～子育て、介護は当たり
前～」が開催されます。
なお両日とも、たくさんの参加団体による講演会、シンポジウム、飲食バザーなどが開催されます。

問い合わせ 県男女共同参画センターあすばる　☎０９２・５８４・１２６１

●福津市男女共同参画推進室

開催のお知ら
せ

あすばる男女共同参画フォーラム2010あすばる男女共同参画フォーラム2010

生きる、 きる、 働く、 く、 つながる社会へ遺族のかたが年金として受給する生命保険の
うち、相続税の課税対象となった部分について
は、所得税の課税対象にならないとする最高裁判
所の判決がありました。そこで、このような年金に
係る税務上の取り扱いをあらためることになり
ましたので、お知らせします。これにより、平成１７
年分から平成２１年分の各年分について、所得税
が納め過ぎとなっているかたには、その納め過ぎ
となっている所得税が還付になります。
この取り扱いの変更の対象となるかたや所得

税の還付の手続きについては、国税庁ホームペー
ジ（http://www.nta.go.jp/）をご覧いただくか、
税務署に問い合わせください。
※１２月末で還付できる期限を迎えるものもあり
ますので、お早めに手続きしてください。また、
相続税や贈与税の課税対象者となり、実際に相
続税や贈与税の納税額が生じなかったかたも
対象になります。

問い合わせ 香椎税務署　☎０９２・６６１・１０
３１

●福津市税務課

相続税または贈与税に係る生命保険契約や
損害保険契約などに基づく年金の税務上の
取り扱い変更について



元
気
に
生
き
る
方
法
を
川
柳

で
描
き
ま
し
た

●
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

「
な
ご
み
の
演
歌
歌
謡
シ
ョ

ー
」開
催
の
お
知
ら
せ

●
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

ピ
テ
ィ
ナ
ピ
ア
ノ
ス
テ
ッ
プ

の
ご
案
内

●
ピ
ティ
ナ
む
な
か
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル（
定
例
会
）

を
開
催
し
ま
す

●
福
間
ゴ
ミ
減
量
リ
サ
イ
ク
ル
工
房

第
二
回「
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
」

開
催
の
お
知
ら
せ

●
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
，
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ

「
第
九
」の
ご
案
内

●
古
賀
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ・古
賀
市「
第
九
を
歌
う
会
」

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
部
員
を

募
集
し
ま
す

●
福
津
フェニッ
ク
ス
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
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郷育かわら版
笑顔で子育て「なかよし」
各課からのお知らせ
勝浦小学校に来ませんか！
人権について一緒に考えましょう
インフォメーション
みんなの力で郷づくり

市民カレンダー（１２月分）

１０月２４日に実業団駅伝大会が行われ
ました。 大会当日はあいにくの天気で、選
手やスタッフとしてかかわった皆さん、応援
者の皆さんも大変だったことと思います。

選手が気持ちよくレースできるように、ま
た市外からの応援者のためにと、大会まで
の間にごみ拾いをしたり、大会当日は交通
整理や応援、おもてなしをされたりと、テレ
ビには映し出されないところでも、多くの
市民の皆さんの温かい「支え」がありまし
た。 こういった「支え」がなければ大会は成
り立ちません。今大会は、全員でつくり上
げた大会であり、とても意義のあるものだ
と感じました。

波多野

先日、友人からお茶の苗木を３本分けて
もらいました。 ３年前から毎年「お茶摘
み」に出掛けては、 紅茶作りを楽しんでい
ます。

摘んだ茶葉は、発酵度合いによって緑茶、
烏龍茶、紅茶と作り分けることができます。
無発酵の場合は緑茶、半発酵では烏龍茶、
よく発酵させると紅茶ができます。 自分で
摘んだお茶の味と香りは格別です。

お茶の木が成木になるには５年～７年ほ
ど掛かるらしいですが、これから木の成長
がとても楽しみです。

藤野

■発行／福津市
■編集／広報秘書課広報広聴係（福間庁舎）
〒811-3293 福津市中央1-1-1
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
宗
像
コ
ス

モ
ス
会
写
真
ク
ラ
ブ
作
品

展
の
ご
案
内

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
宗
像
コ
ス
モ
ス
会

第
五
回
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

「
美
し
き
青
い
ド
ナ
ウ
」「
第
九
」を

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
と
も
に
大
合
唱

し
ま
す
。会
員
の
中
に
は
、福
津
市
の

人
も
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時

十
二
月
十
一
日（
土
）　
午
後

五
時
半
開
場
　
午
後
六
時
開
演

場
所

リ
ー
パ
ス
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

（
古
賀
市
中
央
公
民
館
）

古
賀
市
中
央
二
丁
目
十
三
番
一
号

入
場
料

前
売
り
千
円
。当
日
千
二

百
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

問
い
合
わ
せ

歌
う
会
木
村
さ
ん

☎
３
７
・
０
８
５
７

一
緒
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
ま
せ

ん
か
。一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
部

員
二
十
七
人
、元
気
に
楽
し
く
練
習

し
て
い
ま
す
。

見
学
・
体
験
大
歓
迎
で
す
。
ご
連

絡
後
、体
育
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象

小
学
生（
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
）

練
習
日
時

毎
週
金
曜
日
　
午
後
七

時
～
午
後
九
時
半

練
習
場
所

神
興
東
小
学
校
体
育
館

会
費

千
円（
月
額
）

※
別
途
保
険
料
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
小
柳
さ
ん
　
☎
０
９

０
・
９
０
７
１
・
８
７
２
０

子
育
て
マ
マ
た
ち
主
催
で「
市
民

交
流
」お
よ
び「
心
身
の
癒
し
や
自
己

表
現
」を
目
的
に
市
民
参
加
型
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時

十
二
月
八
日（
水
）　
午
前
十

時
～
午
後
三
時

内
容

ヒ
ー
リ
ン
グ
系
音
楽
や
ヨ
ガ

体
験
な
ど
の
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
、ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
お
や
つ
作
り
教
室
な
ど

を
開
催

場
所

メ
イ
ト
ム
宗
像（
多
目
的
ホ

ー
ル
・
検
診
室
）

入
場
料
　
無
料
　

問
い
合
わ
せ

内
田
さ
ん
　
☎
０
９

０
・
５
３
８
４
・
３
０
９
４

家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
衣
類
や

書
籍
、お
も
ち
ゃ
な
ど
家
庭
用
品
の

リ
ユ
ー
ス
を
目
的
と
し
た
ガ
レ
ー
ジ

セ
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、参

加
く
だ
さ
い
。

日
時

十
二
月
十
二
日（
日
）
午

前
九
時
～
正
午
　
※
雨
天
中
止

場
所

ふ
く
と
ぴ
あ
正
面
玄
関
前

※
当
日
ふ
く
と
ぴ
あ
は
休
館
で
す
。

申
し
込
み
方
法

当
日
、
現
地
で

受
け
付
け
ま
す
。
出
店
料
は
無
料

で
す
。

問
い
合
わ
せ

福
間
ゴ
ミ
減
量
リ

サ
イ
ク
ル
工
房
　
塚
本
さ
ん
　
☎

４
３
・
４
６
２
５

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
で
、川
柳
展

示
会
を
開
催
し
ま
す
。入
場
は
無
料

で
す
。

期
間

十
一
月
二
十
五
日（
木
）～
十
二

月
十
三
日（
月
）
※
火
曜
日
は
休
館

問
い
合
わ
せ

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

☎
５
２
・
２
１
２
２
　

演
歌
を
聴
い
て
人
生
を
見
つ
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
自

由
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無

料
で
す
。

日
時

十
一
月
二
十
八
日（
日
）　
午

後
二
時
か
ら
二
時
間
程
度

場
所

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

出
演

演
歌
歌
手
　
ち
づ
る

問
い
合
わ
せ

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

☎
５
２
・
２
１
２
２

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
の
ピ
ア
ノ
演

奏
者
が
、日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発

表
し
ま
す
。

な
お
、十
二
月
四
日
午
後
六
時
半

か
ら
は
、Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
事
故
の
被

害
者
・
山
下
亮
輔
さ
ん
に
よ
る
ギ
タ

ー
弾
き
語
り
＆
講
演
会
を
行
い
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

十
二
月
四
日（
土
）、五
日

（
日
）　
午
前
十
時
か
ら

場
所

カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

長
谷
川
さ
ん
　
☎
３

７
・
０
８
５
７

宗
像
コ
ス
モ
ス
会
で
は
、障
害
者

の
社
会
参
加
を
進
め
る
事
業
と
し
て

作
品
展
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

日
時

十
二
月
十
六
日（
木
）～
十
二

月
二
十
一
日（
火
）　
午
前
十
時
～
午

後
四
時

場
所
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
　
展
示
室

一
・
二

展
示

松
井
弘
治
さ
ん（
宗
像
コ
ス

モ
ス
会
写
真
ク
ラ
ブ
指
導
者
）写
真

で
巡
る
歴
史
の
街
並
み
お
よ
び
宗
像

コ
ス
モ
ス
写
真
ク
ラ
ブ
作
品
展

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宗
像
コ

ス
モ
ス
会
　
山
下
さ
ん
　
☎
０
９

０
・
５
２
８
７
・
７
１
８
７

特
別
警
戒
活
動
推
進
中

年
末
年
始

に
お
け
る

◆平成２２年９月末累計　福津市内の事件・事故など発生件数（暫定値）

発生件数
昨 年 比

空き巣など
54
-3

7
-1

8
-10

90
+24

43
-24

10
+4

2
+1

0
0

0
-6

273
+10

0
0

自動車盗 オートバイ盗 自転車盗 車上狙い
犯 罪 発 生 件 数

自販機狙い ひったくり 強盗 強制わいせつ 人身事故累計
交通事故発生件数

死亡事故

●
宗
像
警
察
署
・
福
津
市
生
活
安
全
課

宗
像
警
察
署
で
は
、十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年

一
月
三
日
ま
で
の
間「
年
末
年
始
に
お
け
る
特
別
警
戒
活

動
期
間
」と
し
て
、金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
対
す
る

立
ち
寄
り
を
実
施
し
、管
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
一
層

強
化
し
ま
す
。

家
庭
・
職
場
・
地
域
ぐ
る
み
で
、犯
罪
や
事
故
防
止
の

た
め
に
気
を
配
り
、自
主
防
犯
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

【
振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
】

「
お
・
か
・
し
・
か
」と
思
っ
た
ら
？

次
の
防
犯
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
、被
害
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

【
オ
レ
オ
レ
詐
欺
】

息
子
や
孫
を
装
い
、「
オ
レ
オ
レ
！
借
金
を
返
済
し
な

い
と
、会
社
を
ク
ビ
に
な
る
。至
急
に
お
金
を
振
り
込
ん

で
！
」な
ど
と
言
っ
て
、現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
手
口

【
か
し
ま
す
詐
欺（
融
資
保
証
金
詐
欺
）】

「
多
重
債
務
を
一
本
化
し
ま
せ
ん
か
？
」、「
保
証
人
な

し
で
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
よ
！
」な
ど
、は
が
き
や
電

子
メ
ー
ル
で
勧
誘
し
、保
証
金
や
手
数
料
な
ど
を
名
目
に

現
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
手
口
　

【
し
は
ら
え
詐
欺（
架
空
請
求
詐
欺
）】

「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
電
話
し
ま
し
た
ね
。契
約
が
続

い
て
い
る
の
で
契
約
損
害
料
を
至
急
振
り
込
ん
で

下
さ
い
。」な
ど
と
言
っ
て
、架
空
の
請
求
書
を
一
方
的
に

送
り
つ
け
現
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
手
口

【
か
え
し
ま
す
詐
欺（
還
付
金
等
詐
欺
）】

自
治
体
の
職
員
を
装
い
、「
保
険
料
金
の
還
付
金
が
あ

り
ま
す
。Ａ
Ｔ
Ｍ
を
指
示
通
り
に
操
作
し
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
言
っ
て
、Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）に
誘
い
出

し
、他
人
の
口
座
へ
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
手
口
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